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調査対象者は椙山女学園大学学生，１年生 127 名，４年生 100名である。調査方法は，集
合調査法と配票留置法とし，調査期間は 2007年６月∼ 7月に行った。
















生 96 名，４年生 86 名に対して，2007年 11月に集合調査法と配票留置法で行った。解析
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表１ ４概念による相関係数
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表３ アイデンティティ確立度に対する評定平均値とt検定による1・4年生の差
項 目 １年生 ４年生 t値 有意水準
自分の考えをしっかりと持っている 3.47 3.53 −0.51
将来のはっきりした目標がある 3.44 3.57 −0.86
今の自分が好きである 2.83 3.15 −2.62 ※※
今の自分でよいという自己肯定感を持っている 2.55 2.93 −2.72 ※※
これからもこのままの自分でやっていけるという自信がある 2.66 2.95 −2.29 ※
周りから受け入れられているという自己の存在感を持っている 2.82 3.15 −2.95 ※※
自分は社会にとって役に立っていると感じている 2.38 2.78 −3.43 ※※※
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